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１ トンネルの現状 
表 1.1 吉花トンネルの諸元一覧 

■管理トンネルについて 

1-1a

有

1-1ｂ

種類 数量 種類 数量 種類 数量

LED 24

終点側：

入口部照明

出口部照明

台

帳

換気 自然

照

明

施

設

有無 有

附

属

施

設

諸

元

合計 24

デリニエーターの有無 無

照明

起点側：

入口部照明

出口部照明

基本部照明

建築限界高 4.5m

中央高 6.02

覆工の有無・種類 コンクリート

車道部(全車線合計) 6.5m

歩道部 ―

路肩部 0.25m

135.0m

交通形態 対面交通

道路部全幅 8.30m

トンネル等級 D

ト

ン

ネ

ル

諸

元

所在地 静岡県焼津市浜当目

起点側抗口
緯度 北緯　34°52′49.63″

経度 東経　138°19′44.50″

終点側抗口
緯度 北緯　34°52′52.86″

経度 東経　138°19′41.11″

トンネル延長

トンネル位置 陸上，山岳

トンネル掘削工法 矢板工法

建設竣工年次 1978年(昭和53年)

分割区分 上下線共用

道路等級 第3種　第3級

トンネル分類 陸上トンネル掘進工法

台

帳

トンネル名

(フリガナ)

吉花トンネル

ヨシハナトンネル

管轄 焼津市

路線名

(フリガナ)

東益津南部線

ヒガシマシヅナンブセン

道路種別(現旧区分) 市道(現道)

一般、有料別 一般

道路区分 ―

■焼津市管理のトンネルは、「吉花トンネル」の１本です 
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図 1.1 トンネル位置図 

写真 1.1 北側坑口 写真 1.2 南側坑口 
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図 2.1 トンネルマネジメントの体系 

焼津市では、点検⇒診断⇒措置⇒記録⇒（次回の点検）から成る維持管理の PDCAサイクル※を構築し、

トンネルマネジメントを体系化することで、長寿命化計画に基づく維持管理業務を効率的・効果的に遂行

します。 

※PDCA サイクル･･･品質管理のサイクルを構成する 4つの段階（P：Plan（計画）D：Do（実行）、C：Check（評価）、

A：Action（改善））を順次実施し、次のサイクルにつなげ、継続的に改善を図るという概念を表

す名称 

■ＰＤＣＡサイクルの構築 

2 トンネルマネジメントの体系 
通常点検 定期点検 異常時点検

【点検】

調査不要

【フォローアップ】

見直し

検証・評価

応急措置

修繕計画策定

応急対策、

監視、通行規制

事業実施

【記録】

・台帳・地理空間情報

・点検・診断結果

・修繕記録等

・図面等

詳細調査

詳細調査の要否

健全性診断

調査要

維持管理

健全性の著しい低下

更新・廃止検討

更新・廃止・大規模

修繕を含め検討
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                     図 3.1 維持管理目標と優先度 

 「トンネル長寿命化修繕計画」は、焼津市の管理するトンネル（吉花トンネル）を対象とします。 

 本計画の計画期間は、策定年度を除く 2020年度から 2029年度までの 10年間に設定します。 

 なお、定期点検により新たに措置が必要な箇所が見つかる可能性を考慮し、最新の点検結果に基づく  

計画の見直し（フォローアップ）を適宜、実施します。 

 トンネルの維持管理は、定期点検結果による健全性（Ⅰ～Ⅳの 4 段階）を指標とし、Ⅰ（健全）の状態

に保つことを目標とします。 

このため、５年に１回の頻度で定期点検を実施し、トンネルの健全性を定期的に確認します。 

 

■対象施設と計画期間 

■維持管理目標 

3 トンネル長寿命化修繕計画の策定 
（注）緊急措置とは、設置路線の「通行止め」、「通行規制」またはトンネルの「通行止」「応急措

置」のいずれかの対応を行うことをいう。 

（注）     は、管理目標を示す。 
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表 3.1 管理トンネルの健全性の分布 

吉花トンネルは、1978年（昭和 58年）に建設されており、供用開始から 42年経過しています。

建設後 50年を経過すると、健全性の低下が顕著となり、多額の修繕・更新費用が予想されるため、

早期の対策が重要となります。 

■個別施設の状態等 

１巡目点検結果

（平成30年度）

Ⅰ 健全

Ⅱ 予防保全段階 吉花トンネル

Ⅲ 早期措置段階

Ⅳ 緊急措置段階

区分
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（１）予防保全型維持管理への移行 

従来の「事後保全型」維持管理から、損傷が軽微なうちに小規模な修繕を実施し、トンネルの長寿命

化を図る「予防保全型」の維持管理を進め、トンネルの健全性の確保と維持管理コストの縮減を図って

いきます。 

  
 

 

 

 

道路施設の点検・診断や長寿命化修繕工事については、効率化・高度化等に寄与する新技術として、非破

壊検査技術やドローン等のロボット、人工知能（ＡＩ）による点検技術支援への活用、修繕工事における 

新材料や新工法の技術開発が進められています。これら新技術開発に関する動向を把握し、本市において 

効果のある新技術導入の検討を進め、積極的に活用することにより、トンネルの維持管理・更新等の業務に

おける精度や品質の確保・向上、コスト縮減を図るものとします。 

 

（積極的な情報の取得） 

ＮＥＴＩＳ-新技術情報提供システム-（国土交通省ホームページ）や新技術・新工法情報データベース

（静岡県ホームページ）で随時提供される情報を積極的に取得し、利用可能な新技術の把握に努めます。 

 

図 3.2 NETIS－新技術情報提供システム 

（導入にあたっての留意事項） 

  新技術の導入にあたっては、期待する効果が確実に得られることが重要です。そこで、上記の各ホーム

ページで取得できる情報のほか、開発者が提供するカタログや試験施工に関する情報、他機関での施工 

実績を確認し、必要に応じて、メーカー等への直接確認、試験施工等により新技術の信頼性を確認する 

ものとします。 

■費用の縮減に関する方針 

■新技術等の活用方針 

トンネルの維持管理・更新等を実施する上で、精度や品質の確保・向上、コスト縮減が重要であること

から、点検・診断や補修・補強等に関する新たな技術を積極的に活用します。 
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（1）対策内容 

  ・5年毎の定期点検を継続して実施します。 

  ・定期点検（2、3巡目）は、前回点検実施年度から 5年後に実施します。 

  ・吉花トンネルは定期点検の結果より、健全性Ⅱとなるが予防保全の観点より令和２年度に修繕を実施

します。 

   

表 3.2 個別施設計画（2020年度～2029年度） 

 

 本計画における対策は、吉花トンネルの点検および修繕となります。 

今後の定期点検等の状況により修繕計画を見直して行きます。 

■対策内容と実施時期 


